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研究要旨 
 先天性難聴児の聴力が中等度から高度の場合、両側に補聴器を装用して 
聴能教育および学校教育を受ける。卒業後社会人として活躍するが、難聴

が進行して聴き取りが低下する場合と、聴力の変動はないが補聴下の聞き

取りが十分でない場合がある。組織の中で年齢とともに責任のある仕事を

任され、同時に社会的に責任ある地位を任せられるようになり、より良い

コミュニケーションのために医療としての人工内耳埋込術を受けることを

支援することがある。片側人工内耳埋込術より始める。その効果で言葉の

聞き取りが向上すると、会議でも話者の方向がわかると同時に騒音下の 
聴き取りの向上を希望し反対側の人工内耳埋込術により両耳聴を獲得でき

るようになると両耳補聴器時代よりも成人期の両側人工内耳手術後の方が

社会的な活躍の場を拡大できるようになる。成人移行支援の意義は大き

い。例として両側人工内耳埋込術を実施した代表的な 1 例の症例報告を行

った。 
 
 
 
Ａ．研究目的 
われわれは視覚聴覚二重障害の成人および高

齢者の人工内耳手埋込術に取り組んで来た。 

先天性の視覚障害者が思春期あるいは成人期

になって難聴が進行し人工内耳埋込術を行った

症例は13例にのぼる。この13例の人生の歩みを

調査することで、成人移行支援のために何が必

要か検討することを1年目の目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
視覚聴覚二重障害の小児期から思春期への移

行支援としての両側人工内耳埋込術の大きな役

割に関する代表的な 1例の症例報告を行う。 
 
(倫理面への配慮) 
対象は匿名化し、東京医療センターの倫理規

定に沿って本研究をすすめた。 
 

Ｃ．研究結果   
ウオルフ症候群の男子 1 例について長期フォ

ローアップを行っている。小児期は視覚障害と

難聴が早期症状として出現し、眼科と耳鼻科の

両科でフォローアップしてきた。現在 20歳であ

る。視覚障害も聴覚障害も小学校在籍中に進行

した。その後聴覚障害に対して左右耳別々に人

工内耳埋込術を受けた。現在盲学校で教育を受

け高等部を卒業した。今後はソフトウェアのプ

ログラマーとして社会での活躍を予定している。

川崎市から飯田橋の職業訓練施設まで一人で通

っている。しかし 2020年、JR南武線の駅のホー

ムから転落する事故があった。幸い助けられ身

体に障害はなく済んだが、その際も人工内耳に

よる音声コミュニケーションが役に立った。 

 
Ｄ．考察 
先天性難聴児には早期発見・早期診断を病院
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が担当する重要な責任がある。診断後は難聴児

通園施設あるいは国公立・私立のろう学校で教

育を受ける。その支援方式は auditory verbal、

auditory oral、指文字、手話などと異なる。小

学校入学前までは病院で定期的なフォローアッ

プは可能であるが、入学後は病院には特別な場

合を除き受診しないために、移行支援をしたい

と考えても途切れてしまうことが少なくない。

しかし、外来における主治医が勤務する病院が

変わったとしても、どこの病院で仕事を継続し

ているか情報を公開することでインターネット

を介して再び接触できるようにすることが可能

となった。同時にどのような支援をすることが

可能かを知らせることが重要である。 

 先天性難聴児として人生をスタートさせた子

どもたちには聴覚障害の医療が日進月歩である

ことを知ってもらうことが重要である。社会人

として企業、教育機関、リハビリテーション機

関、さまざまな施設に新人として就職し活躍し

ているうちに、年齢とともにより責任のある地

位につくと、会議あるいは現場でできるだけ健

聴者に近い聴覚による理解、明瞭な音声による

発声・発語を実現したいという願いを持つこと

が少なくない。そのための医学的支援のひとつ

が人工内耳埋込術である。片側人工内耳埋込術

で補聴器よりもより聴き取りが向上する。次に

反対側も人工内耳埋込術をすることで両耳聴が

実現し、騒音下の聞き取りが向上し、かつ方向

感が実現し、会議で責任者として司会をするこ

とがより容易となる。さらに近年の音声の文字

化の技術、音声の人工内耳へのデジタル通信技

術などのテクノロジーの支援を併用することで

成人移行支援はより具体的なものにすることが

可能となる。今回取り上げた 1 例は両側人工内

耳装用というテクノロジーが本人の社会での活

動を可能した画期的なことである。 

視覚聴覚二重障害児は、聴覚障害については

以上の両側人工内耳医療の進歩を積極的に活か

すことが支援の要となることを期待したい。 

 

 
 
Ｅ．結論 
障害児の成人移行支援という思想はこれまで自

然発生的なままにされた現状の戦略的解決を考え

させるのに示唆に富む。先天性難聴児や中途失聴

児の社会的活躍の支援を可能にするからである。 

 1 年目の今期は両側人工内耳埋込術によって社

会での活動を実現したウオルフ症候群の 1 例を通

して本研究の重大性について強調した。 
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